
放射線健康リスク制御国際戦略拠点放射線健康リスク制御国際戦略拠点放射線健康リスク制御国際戦略拠点放射線健康リスク制御国際戦略拠点

長崎大学長崎大学長崎大学長崎大学

大学院医歯薬学総合研究科大学院医歯薬学総合研究科大学院医歯薬学総合研究科大学院医歯薬学総合研究科

放射線医療科学専攻放射線医療科学専攻放射線医療科学専攻放射線医療科学専攻

平成平成平成平成21年年年年7月月月月7日日日日
1/13



放射線が人に与える健康リスクを地球規模で究明放射線が人に与える健康リスクを地球規模で究明放射線が人に与える健康リスクを地球規模で究明放射線が人に与える健康リスクを地球規模で究明し、放射線の負の遺産を克服する方策をうち立て、人類し、放射線の負の遺産を克服する方策をうち立て、人類し、放射線の負の遺産を克服する方策をうち立て、人類し、放射線の負の遺産を克服する方策をうち立て、人類
の安全と安心に寄与する為の科学的基盤を確立し、統合的なの安全と安心に寄与する為の科学的基盤を確立し、統合的なの安全と安心に寄与する為の科学的基盤を確立し、統合的なの安全と安心に寄与する為の科学的基盤を確立し、統合的な国際戦略研究の推進国際戦略研究の推進国際戦略研究の推進国際戦略研究の推進と、と、と、と、放射線医療科学分野放射線医療科学分野放射線医療科学分野放射線医療科学分野
の人材育成の人材育成の人材育成の人材育成を拠点の活動目的とする。本目的を達成する為に、原爆医療と国際放射線保健医療の教育研究を拠点の活動目的とする。本目的を達成する為に、原爆医療と国際放射線保健医療の教育研究を拠点の活動目的とする。本目的を達成する為に、原爆医療と国際放射線保健医療の教育研究を拠点の活動目的とする。本目的を達成する為に、原爆医療と国際放射線保健医療の教育研究
実績を基に、旧ソ連フィールド拠点ならびに欧米先端研究拠点と連携して、放射性発がんに関する分子疫実績を基に、旧ソ連フィールド拠点ならびに欧米先端研究拠点と連携して、放射性発がんに関する分子疫実績を基に、旧ソ連フィールド拠点ならびに欧米先端研究拠点と連携して、放射性発がんに関する分子疫実績を基に、旧ソ連フィールド拠点ならびに欧米先端研究拠点と連携して、放射性発がんに関する分子疫
学調査、放射線基礎生命科学研究を推進し、学調査、放射線基礎生命科学研究を推進し、学調査、放射線基礎生命科学研究を推進し、学調査、放射線基礎生命科学研究を推進し、放射線健康リスク評価から管理に携わる人材を育成する放射線健康リスク評価から管理に携わる人材を育成する放射線健康リスク評価から管理に携わる人材を育成する放射線健康リスク評価から管理に携わる人材を育成する。。。。

FP
WHO共同共同共同共同

『放射線健康リスク制御国際戦略拠点』概要

国際放射線国際放射線国際放射線国際放射線
保健医療研究保健医療研究保健医療研究保健医療研究

放射線基礎放射線基礎放射線基礎放射線基礎
生命科学研究生命科学研究生命科学研究生命科学研究

「被ばく医療学」の確立に向けた放射線健康リスク評価・管理の「被ばく医療学」の確立に向けた放射線健康リスク評価・管理の「被ばく医療学」の確立に向けた放射線健康リスク評価・管理の「被ばく医療学」の確立に向けた放射線健康リスク評価・管理の
科学的基盤の構築進捗状況と人材育成・社会貢献の内容科学的基盤の構築進捗状況と人材育成・社会貢献の内容科学的基盤の構築進捗状況と人材育成・社会貢献の内容科学的基盤の構築進捗状況と人材育成・社会貢献の内容

原爆医療研究原爆医療研究原爆医療研究原爆医療研究

旧ソ連放射能汚染地域療医療活動旧ソ連放射能汚染地域療医療活動旧ソ連放射能汚染地域療医療活動旧ソ連放射能汚染地域療医療活動

遺伝子解析遺伝子解析遺伝子解析遺伝子解析
細胞機能解析細胞機能解析細胞機能解析細胞機能解析

病理解析病理解析病理解析病理解析
S�Pｓｓｓｓ

生涯発がんリスク解明研究生涯発がんリスク解明研究生涯発がんリスク解明研究生涯発がんリスク解明研究
多重がん、精神心理的影響多重がん、精神心理的影響多重がん、精神心理的影響多重がん、精神心理的影響

海外拠点と海外拠点と海外拠点と海外拠点と
連携した連携した連携した連携した

分子疫学調査分子疫学調査分子疫学調査分子疫学調査

大学院教育の充実とリスク学・原爆医療学・大学院教育の充実とリスク学・原爆医療学・大学院教育の充実とリスク学・原爆医療学・大学院教育の充実とリスク学・原爆医療学・
放射線生物学・フィールド調査研究の展開支援放射線生物学・フィールド調査研究の展開支援放射線生物学・フィールド調査研究の展開支援放射線生物学・フィールド調査研究の展開支援

社会医学研究社会医学研究社会医学研究社会医学研究

低線量影響調査低線量影響調査低線量影響調査低線量影響調査
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中間評価報告内容中間評価報告内容中間評価報告内容中間評価報告内容



『『『『放射線健康リスク制御国際戦略拠点放射線健康リスク制御国際戦略拠点放射線健康リスク制御国際戦略拠点放射線健康リスク制御国際戦略拠点』』』』組織運営体制組織運営体制組織運営体制組織運営体制

長崎大学長崎大学長崎大学長崎大学 学長学長学長学長長崎大学長崎大学長崎大学長崎大学 学長学長学長学長
グローバルグローバルグローバルグローバルCOE

拠点リーダー拠点リーダー拠点リーダー拠点リーダー
グローバルグローバルグローバルグローバルCOE

拠点リーダー拠点リーダー拠点リーダー拠点リーダー
グローバルグローバルグローバルグローバルCOE

プログラム専門部会プログラム専門部会プログラム専門部会プログラム専門部会
グローバルグローバルグローバルグローバルCOE

プログラム専門部会プログラム専門部会プログラム専門部会プログラム専門部会

国際国際国際国際連携連携連携連携研究研究研究研究
戦略戦略戦略戦略本部本部本部本部

国際国際国際国際連携連携連携連携研究研究研究研究
戦略戦略戦略戦略本部本部本部本部

グローバルグローバルグローバルグローバルCOE運営実務委員会運営実務委員会運営実務委員会運営実務委員会

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト

国際放射線保健医療研究国際放射線保健医療研究国際放射線保健医療研究国際放射線保健医療研究国際放射線保健医療研究国際放射線保健医療研究国際放射線保健医療研究国際放射線保健医療研究

原爆医療研究原爆医療研究原爆医療研究原爆医療研究原爆医療研究原爆医療研究原爆医療研究原爆医療研究

放射線基礎生命科学研究放射線基礎生命科学研究放射線基礎生命科学研究放射線基礎生命科学研究放射線基礎生命科学研究放射線基礎生命科学研究放射線基礎生命科学研究放射線基礎生命科学研究

コンソーシアム支援体制委員会コンソーシアム支援体制委員会コンソーシアム支援体制委員会コンソーシアム支援体制委員会コンソーシアム支援体制委員会コンソーシアム支援体制委員会コンソーシアム支援体制委員会コンソーシアム支援体制委員会

事務局事務局事務局事務局事務局事務局事務局事務局

国際機関国際機関国際機関国際機関

・・・・世界保健機関（世界保健機関（世界保健機関（世界保健機関（WHO））））

外部評価委員会外部評価委員会外部評価委員会外部評価委員会外部評価委員会外部評価委員会外部評価委員会外部評価委員会
海外教育研究拠点海外教育研究拠点海外教育研究拠点海外教育研究拠点国内連携協力機関国内連携協力機関国内連携協力機関国内連携協力機関

（重点研究課題推進）（重点研究課題推進）（重点研究課題推進）（重点研究課題推進）

・・・・世界保健機関（世界保健機関（世界保健機関（世界保健機関（WHO））））
・国際原子力委員会（・国際原子力委員会（・国際原子力委員会（・国際原子力委員会（IAEA））））
・国際がん研究機関（・国際がん研究機関（・国際がん研究機関（・国際がん研究機関（IARC））））

・欧米研究拠点（・欧米研究拠点（・欧米研究拠点（・欧米研究拠点（10拠点）拠点）拠点）拠点）
・旧ソ連邦（・旧ソ連邦（・旧ソ連邦（・旧ソ連邦（8拠点）拠点）拠点）拠点）

・放射線医学総合研究所・放射線医学総合研究所・放射線医学総合研究所・放射線医学総合研究所
・放射線影響研究所・放射線影響研究所・放射線影響研究所・放射線影響研究所
・広島大学原爆放射能医学研究所・広島大学原爆放射能医学研究所・広島大学原爆放射能医学研究所・広島大学原爆放射能医学研究所
・京都大学ゲノム医学センター・京都大学ゲノム医学センター・京都大学ゲノム医学センター・京都大学ゲノム医学センター
・長崎ヒバクシャ医療国際協力会・長崎ヒバクシャ医療国際協力会・長崎ヒバクシャ医療国際協力会・長崎ヒバクシャ医療国際協力会

具体的な支援策と改善点；具体的な支援策と改善点；具体的な支援策と改善点；具体的な支援策と改善点；
１．学長主導による間接経費活用と重点研究課題推進、年一度外部評価１．学長主導による間接経費活用と重点研究課題推進、年一度外部評価１．学長主導による間接経費活用と重点研究課題推進、年一度外部評価１．学長主導による間接経費活用と重点研究課題推進、年一度外部評価
２．マネジメント体制の整備（ＧＣＯＥプログラム専門部会；企画運営評価体制）２．マネジメント体制の整備（ＧＣＯＥプログラム専門部会；企画運営評価体制）２．マネジメント体制の整備（ＧＣＯＥプログラム専門部会；企画運営評価体制）２．マネジメント体制の整備（ＧＣＯＥプログラム専門部会；企画運営評価体制）
３．国際連携研究戦略本部強化による海外拠点（ベラルーシ共和国）の構築運営３．国際連携研究戦略本部強化による海外拠点（ベラルーシ共和国）の構築運営３．国際連携研究戦略本部強化による海外拠点（ベラルーシ共和国）の構築運営３．国際連携研究戦略本部強化による海外拠点（ベラルーシ共和国）の構築運営
４．テニュアトラック助教・特任教員配属（４．テニュアトラック助教・特任教員配属（４．テニュアトラック助教・特任教員配属（４．テニュアトラック助教・特任教員配属（5名）、客員教授（名）、客員教授（名）、客員教授（名）、客員教授（5名）横断的教育研究推進名）横断的教育研究推進名）横断的教育研究推進名）横断的教育研究推進
５．人材確保と育成の為の学内インフラ整備（国際健康開発研究科、医学部ＡＯ国際枠）５．人材確保と育成の為の学内インフラ整備（国際健康開発研究科、医学部ＡＯ国際枠）５．人材確保と育成の為の学内インフラ整備（国際健康開発研究科、医学部ＡＯ国際枠）５．人材確保と育成の為の学内インフラ整備（国際健康開発研究科、医学部ＡＯ国際枠）
６．研究奨励金制度の創設による大学院生の経済援助と自立自活支援６．研究奨励金制度の創設による大学院生の経済援助と自立自活支援６．研究奨励金制度の創設による大学院生の経済援助と自立自活支援６．研究奨励金制度の創設による大学院生の経済援助と自立自活支援
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2007-8年度年度年度年度GCOE；人材育成中心の教育研究を；人材育成中心の教育研究を；人材育成中心の教育研究を；人材育成中心の教育研究を3分野横断的に推進分野横断的に推進分野横断的に推進分野横断的に推進
①国際放射線保健医療①国際放射線保健医療①国際放射線保健医療①国際放射線保健医療、②、②、②、②原爆医療原爆医療原爆医療原爆医療、③、③、③、③放射線基礎生命科学放射線基礎生命科学放射線基礎生命科学放射線基礎生命科学

その結果、放射線健康リスク評価と管理面での国際コンソーシアムその結果、放射線健康リスク評価と管理面での国際コンソーシアムその結果、放射線健康リスク評価と管理面での国際コンソーシアムその結果、放射線健康リスク評価と管理面での国際コンソーシアム
実活動による世界拠点化とアジアへの新展開、国際機関連携強化実活動による世界拠点化とアジアへの新展開、国際機関連携強化実活動による世界拠点化とアジアへの新展開、国際機関連携強化実活動による世界拠点化とアジアへの新展開、国際機関連携強化

旧ソ連を中心とした実績と国連機関との共同事業成果旧ソ連を中心とした実績と国連機関との共同事業成果旧ソ連を中心とした実績と国連機関との共同事業成果旧ソ連を中心とした実績と国連機関との共同事業成果
１．１．１．１．Radiation Health Risk Sciences（（（（2008年）年）年）年）
２．２．２．２．WHO-REMPAN緊急被ばく医療会議とネットワーク（緊急被ばく医療会議とネットワーク（緊急被ばく医療会議とネットワーク（緊急被ばく医療会議とネットワーク（2008年）年）年）年）
３．３．３．３．IAEA甲状腺がん核医学診療ガイドライン（甲状腺がん核医学診療ガイドライン（甲状腺がん核医学診療ガイドライン（甲状腺がん核医学診療ガイドライン（2009年）年）年）年）
４．長崎ヒバクシャ医療国際協力会交流実績報告（４．長崎ヒバクシャ医療国際協力会交流実績報告（４．長崎ヒバクシャ医療国際協力会交流実績報告（４．長崎ヒバクシャ医療国際協力会交流実績報告（2009年）年）年）年）

５．５．５．５．GCOE中間報告書（中間報告書（中間報告書（中間報告書（2009年）年）年）年）

２２２２ ３３３３
５５５５

１１１１ ２２２２ ３３３３

４４４４

５５５５
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インド高放射能バックグラウンド地域サンインド高放射能バックグラウンド地域サンインド高放射能バックグラウンド地域サンインド高放射能バックグラウンド地域サン
プルの核種分析、健康影響評価の基盤プルの核種分析、健康影響評価の基盤プルの核種分析、健康影響評価の基盤プルの核種分析、健康影響評価の基盤
研究の開始（タミルナード州）（研究の開始（タミルナード州）（研究の開始（タミルナード州）（研究の開始（タミルナード州）（2008年～）年～）年～）年～）

チェルノブイリでの継続的チェルノブイリでの継続的チェルノブイリでの継続的チェルノブイリでの継続的
臨床疫学・分子疫学研究臨床疫学・分子疫学研究臨床疫学・分子疫学研究臨床疫学・分子疫学研究

モンゴルにおける州別死亡率調査を通モンゴルにおける州別死亡率調査を通モンゴルにおける州別死亡率調査を通モンゴルにおける州別死亡率調査を通
じた環境放射能（ラドン等）の影響評価じた環境放射能（ラドン等）の影響評価じた環境放射能（ラドン等）の影響評価じた環境放射能（ラドン等）の影響評価
共同研究の開始（共同研究の開始（共同研究の開始（共同研究の開始（2008年～）年～）年～）年～）

現在進行中の旧ソ連邦・アジア現在進行中の旧ソ連邦・アジア現在進行中の旧ソ連邦・アジア現在進行中の旧ソ連邦・アジア
における国際共同研究における国際共同研究における国際共同研究における国際共同研究

画像診断支援とデータ収集画像診断支援とデータ収集画像診断支援とデータ収集画像診断支援とデータ収集

１１１１

2

2

欧米教育研究拠点欧米教育研究拠点欧米教育研究拠点欧米教育研究拠点
旧ソ連教育研究拠点旧ソ連教育研究拠点旧ソ連教育研究拠点旧ソ連教育研究拠点
展開中のアジア拠点展開中のアジア拠点展開中のアジア拠点展開中のアジア拠点
在外被爆者医療支援在外被爆者医療支援在外被爆者医療支援在外被爆者医療支援

長崎大学長崎大学長崎大学長崎大学

セミパラチンスクセミパラチンスクセミパラチンスクセミパラチンスク
核実験場調査研究核実験場調査研究核実験場調査研究核実験場調査研究

原爆被爆者原爆被爆者原爆被爆者原爆被爆者
生体試料生体試料生体試料生体試料
収集バンク収集バンク収集バンク収集バンク

3
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１．１．１．１． 2．．．．

①国際放射線保健医療研究①国際放射線保健医療研究①国際放射線保健医療研究①国際放射線保健医療研究
の進捗状況の進捗状況の進捗状況の進捗状況

１．ベラルーシ１．ベラルーシ１．ベラルーシ１．ベラルーシGCOE海外拠点構築海外拠点構築海外拠点構築海外拠点構築成功成功成功成功
２．放射線内部被ばくのリスク評価２．放射線内部被ばくのリスク評価２．放射線内部被ばくのリスク評価２．放射線内部被ばくのリスク評価開始開始開始開始
３．人材交流と共同研究が３．人材交流と共同研究が３．人材交流と共同研究が３．人材交流と共同研究が順調に推進順調に推進順調に推進順調に推進
４．国際甲状腺がんプロジェクト運営４．国際甲状腺がんプロジェクト運営４．国際甲状腺がんプロジェクト運営４．国際甲状腺がんプロジェクト運営継続継続継続継続
５．分子疫学調査研究の５．分子疫学調査研究の５．分子疫学調査研究の５．分子疫学調査研究の一部進展一部進展一部進展一部進展
６．放射線発がんリスク関連遺伝子探索中６．放射線発がんリスク関連遺伝子探索中６．放射線発がんリスク関連遺伝子探索中６．放射線発がんリスク関連遺伝子探索中

3．．．．
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甲状腺がん1000100010001000例予定（228228228228例）
対照正常者1000100010001000例予定（270270270270例）
123DNA123DNA123DNA123DNA損傷修復酵素群ゲノムワイド
SNPSNPSNPSNPチップ解析一次スクリーニング

甲状腺がんリスク関連遺伝子候補発掘中

チェルノブイリ大規模コホート調査研究における
候補遺伝子アプローチ（DNADNADNADNA修復遺伝子群）のSNPSNPSNPSNP解析

An LD block (~125 kb) was identified for the An LD block (~125 kb) was identified for the An LD block (~125 kb) was identified for the An LD block (~125 kb) was identified for the saturation mappingsaturation mappingsaturation mappingsaturation mapping
4 genes with 58 candidate SNPs for profiling4 genes with 58 candidate SNPs for profiling4 genes with 58 candidate SNPs for profiling4 genes with 58 candidate SNPs for profiling

甲状腺がんリスク関連遺伝子候補発掘中
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１１１１ 2

②原爆医療研究の進捗状況②原爆医療研究の進捗状況②原爆医療研究の進捗状況②原爆医療研究の進捗状況

１．被爆者腫瘍組織バンクの構築１．被爆者腫瘍組織バンクの構築１．被爆者腫瘍組織バンクの構築１．被爆者腫瘍組織バンクの構築に成功に成功に成功に成功
（（（（retrospective study)

２．被爆者生体試料収集保管２．被爆者生体試料収集保管２．被爆者生体試料収集保管２．被爆者生体試料収集保管が開始が開始が開始が開始
（（（（prospective study)

３．高齢化被爆者における生涯続く３．高齢化被爆者における生涯続く３．高齢化被爆者における生涯続く３．高齢化被爆者における生涯続く
発がんリスクの刻印探究発がんリスクの刻印探究発がんリスクの刻印探究発がんリスクの刻印探究部分成功部分成功部分成功部分成功

４．分子疫学調査研究４．分子疫学調査研究４．分子疫学調査研究４．分子疫学調査研究これからこれからこれからこれから
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近距離被爆急性放射線障害臓器での内部被曝の検出近距離被爆急性放射線障害臓器での内部被曝の検出近距離被爆急性放射線障害臓器での内部被曝の検出近距離被爆急性放射線障害臓器での内部被曝の検出

肺

１１１１ 3
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③放射線基礎生命科学研究③放射線基礎生命科学研究③放射線基礎生命科学研究③放射線基礎生命科学研究
の進捗状況の進捗状況の進捗状況の進捗状況

１．新規技術開発による生細胞観察と１．新規技術開発による生細胞観察と１．新規技術開発による生細胞観察と１．新規技術開発による生細胞観察と
遺伝子損傷修復応答の解析に遺伝子損傷修復応答の解析に遺伝子損傷修復応答の解析に遺伝子損傷修復応答の解析に成功成功成功成功

２．放射線誘発遺伝的不安定性に関わる２．放射線誘発遺伝的不安定性に関わる２．放射線誘発遺伝的不安定性に関わる２．放射線誘発遺伝的不安定性に関わる
染色体構造変化の同定に染色体構造変化の同定に染色体構造変化の同定に染色体構造変化の同定に部分成功部分成功部分成功部分成功

３．紫外線による新規３．紫外線による新規３．紫外線による新規３．紫外線による新規DNA修復活性試験修復活性試験修復活性試験修復活性試験
法の開発と特許取得に法の開発と特許取得に法の開発と特許取得に法の開発と特許取得に成功成功成功成功

４．若手研究者主催国際シンポジウム４．若手研究者主催国際シンポジウム４．若手研究者主催国際シンポジウム４．若手研究者主催国際シンポジウム開催開催開催開催
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特任教授特任教授特任教授特任教授
1名名名名

客員教授客員教授客員教授客員教授
5名名名名

GCOE

メンバーメンバーメンバーメンバー
10名名名名

人材確保と育成状況人材確保と育成状況人材確保と育成状況人材確保と育成状況

新入大学院生新入大学院生新入大学院生新入大学院生21名、特任助教名、特任助教名、特任助教名、特任助教4名、名、名、名、COE研究員研究員研究員研究員35名（ポスドク名（ポスドク名（ポスドク名（ポスドク22名、名、名、名、RA13名）名）名）名）

留学生留学生留学生留学生
10名名名名
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長崎大学は長崎大学は長崎大学は長崎大学は

「伝統的文化を継承しつつ、「伝統的文化を継承しつつ、「伝統的文化を継承しつつ、「伝統的文化を継承しつつ、
豊かな心を育み、地球の平和豊かな心を育み、地球の平和豊かな心を育み、地球の平和豊かな心を育み、地球の平和
を支える科学を創造することで、を支える科学を創造することで、を支える科学を創造することで、を支える科学を創造することで、
社会の調和的発展に貢献する」社会の調和的発展に貢献する」社会の調和的発展に貢献する」社会の調和的発展に貢献する」

ＧＣＯＥ最大の特徴ＧＣＯＥ最大の特徴ＧＣＯＥ最大の特徴ＧＣＯＥ最大の特徴

海外被ばく汚染フィールド海外被ばく汚染フィールド海外被ばく汚染フィールド海外被ばく汚染フィールド

１．低線量被ばくに関するガイドライン策定（医療被ばく関連）１．低線量被ばくに関するガイドライン策定（医療被ばく関連）１．低線量被ばくに関するガイドライン策定（医療被ばく関連）１．低線量被ばくに関するガイドライン策定（医療被ばく関連）
２．安定ヨウ素剤による原発事故直後の甲状腺ブロックのガイドライン改訂２．安定ヨウ素剤による原発事故直後の甲状腺ブロックのガイドライン改訂２．安定ヨウ素剤による原発事故直後の甲状腺ブロックのガイドライン改訂２．安定ヨウ素剤による原発事故直後の甲状腺ブロックのガイドライン改訂
３．チェルノブイリ甲状腺癌組織バンクの維持運営による科学研究支援３．チェルノブイリ甲状腺癌組織バンクの維持運営による科学研究支援３．チェルノブイリ甲状腺癌組織バンクの維持運営による科学研究支援３．チェルノブイリ甲状腺癌組織バンクの維持運営による科学研究支援
４．４．４．４．WHO-REMPAN緊急被ばく医療に関する治療ガイドライン策定緊急被ばく医療に関する治療ガイドライン策定緊急被ばく医療に関する治療ガイドライン策定緊急被ばく医療に関する治療ガイドライン策定
５．５．５．５．WHO子供の健康と環境問題（放射線安全利用と生体防護）子供の健康と環境問題（放射線安全利用と生体防護）子供の健康と環境問題（放射線安全利用と生体防護）子供の健康と環境問題（放射線安全利用と生体防護）

海外被ばく汚染フィールド海外被ばく汚染フィールド海外被ばく汚染フィールド海外被ばく汚染フィールド
国際機関との連携プロジェクト国際機関との連携プロジェクト国際機関との連携プロジェクト国際機関との連携プロジェクト
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参考資料；質問事項とその回答参考資料；質問事項とその回答参考資料；質問事項とその回答参考資料；質問事項とその回答

①人材育成；若手研究者の育成面；①人材育成；若手研究者の育成面；①人材育成；若手研究者の育成面；①人材育成；若手研究者の育成面；

大学院生大学院生大学院生大学院生21名に対して年２回の研究発表会名に対して年２回の研究発表会名に対して年２回の研究発表会名に対して年２回の研究発表会

RA基準は総合評価（論文と活動実績）基準は総合評価（論文と活動実績）基準は総合評価（論文と活動実績）基準は総合評価（論文と活動実績）13名名名名

留学生は短期留学生は短期留学生は短期留学生は短期10名、中長期名、中長期名、中長期名、中長期10名受入れ指導名受入れ指導名受入れ指導名受入れ指導留学生は短期留学生は短期留学生は短期留学生は短期10名、中長期名、中長期名、中長期名、中長期10名受入れ指導名受入れ指導名受入れ指導名受入れ指導

若手研究者派遣若手研究者派遣若手研究者派遣若手研究者派遣10名、フィールド調査派遣名、フィールド調査派遣名、フィールド調査派遣名、フィールド調査派遣8名名名名

②分子疫学調査の目標と研究成果②分子疫学調査の目標と研究成果②分子疫学調査の目標と研究成果②分子疫学調査の目標と研究成果；

疫学と生物学を結ぶ病因解明が目標であり、疫学と生物学を結ぶ病因解明が目標であり、疫学と生物学を結ぶ病因解明が目標であり、疫学と生物学を結ぶ病因解明が目標であり、

放射線発がんリスクの同定と防護薬剤開発中放射線発がんリスクの同定と防護薬剤開発中放射線発がんリスクの同定と防護薬剤開発中放射線発がんリスクの同定と防護薬剤開発中
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